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2010空FE
積極予算

「挑戦の年」に求められる財政運営への配慮

県
議
会
２
月
定
例
会
は
、

２
０
１
０
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
実
４
２
８
２
億
２
７
０
０

万
円
な
ど
執
行
部
提
出
議
案
を
は
じ
め
県
が
提
出
し
た
議
案
６８
件
を
可
決
、

同
意
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
事
業
の
予
算
は
執
行
凍
結

２
０
１
０
年
度
予
算
は
尾
崎
県
政
の
も
と
で

「挑
戦
の
年
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、

２
年
連
続

の
増
額
と
な

っ
た
積
極
型
予
算
で
あ
り
、

今
年

度
は
特
に

「産
業
振
興
計
画
の
加
速
化
、

教
育

振
興
、

日
本

一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
」
と
い

う
大
き
な
３
つ
の
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い

く
予
算
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年

度
は

「挑
戦
」
だ
け
て
は
な
く

「成
果
」
を
示

す
べ
き
年
だ
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、

成
果
を
期

待
す
る
余
り
、

慎
重
さ
を
欠
い
て
禍
根
を
残
す

こ
と
の
な
い
よ
う
な
事
業
の
練
り
上
げ
も
必
要

で
あ
り
ま
す
。

２
０
０
９
年
度
予
算
は
５
０
８
９
億
円
と
度

て
多
く
の
基
金
事
業
が
終
了
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、

国
も
地
方
も
税
収
の
大
幅
な
伸

び
が
期
待
さ
れ
な
い
中
、

果
敢
に
挑
戦
す
る
裏

打
ち
と
し
て
の
室
定
し
た
財
政
運
営
に
も
配
意

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
実
に
９

７
８
２
万
円

（債
務
負
担
行
為
を
含
む
）
を
計

上
し
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
効
果

へ
の
疑
間
か
ら

「事
業
の
実
現
可
能
性
と
妥
当

性
の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
当
該
事
業

予
算
の
執
行
を
凍
結
す
る
よ
う
」
意
見
が
付
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
な
ど
か
ら
も
、

「基
金

事
業
バ
ブ
ル
」
に
よ
る
実
効
性
の
薄
い
事
業
化

の
弊
害
な
ど
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
検
証
を
行

い
な
が
ら
、

今
後
の
予
算
執
行
に
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

費
用
弁
償
は
引
き
続
き
供
託

２
０
０
８
年
度
か
ら
議
長
５
万
円
、

副
議
長

４
万
円
、

議
員
３
万
円
と
し
て
い
る
月
額
報
酬

の
自
主
削
減
を
、

１０
年
度
は
議
長
３
万
円
、

副

議
長
２
万
円
、

議
員
１
万
円
と
緩
和
す
る
特
例

条
例
を
定
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

報
酬
月
額
は

執
行
部
提
案
の
条
例
に
よ
る
１
万
円
の
減
額
と

あ
わ
せ
て
、
２
０
０
９
年
度
減
額
分
の
２
割
ほ

ど
の
復
元
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

ま
た
、

坂
本
議
員
は
、

制
度
の
見
直
し
が
さ

れ
る
ま
で
の
間
、

供
託
し
て
き
た
費
用
弁
償
に

つ
い
て
は
、

引
き
続
き
供
託
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
３
年
間
で
支
払
わ
れ
て
き

た
費
用
弁
償
を
受
領
せ
ず
供
託
し
て
き
た
金
額

は
合
計
て
、
１
０
１
・８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

睡
確
脇
騨
欝
悪
業
躍
い
鼓

議
】具報
酬
は
減
額
条
例
と
自
主
削
減

本会議で一般質問をする坂本議員

4
月

‐ノうヽ
ら
所
属
す
る
会
派
rま

「民
主
党
口
県
民
ク
ラ
ブ
」
（

昨
年
の
歴
史
的
な
政
権
交
代
に
よ

っ
て
、

旧
政
権
て
は
な
し
え
な
か

っ
た
地
域
主
権
や

国
民
の
生
活
が
第

一
を
標
傍
す
る
現
政
権
の

考
え
方
や
政
策
に
近
い
議
員
の
参
加
す
る
会

派
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
会
派
名

「県
民
ク

ラ
ブ
」
を
変
更
し
、

今
ま
で
西
風
会
派
に
所

属
さ
れ
て
い
た
沖
本
年
男
議
員

（無
所
属
、

宿
毛
市

，
大
月
町

・
三
原
村
区
）
も
参
加
し
、

「民
主
党

・
県
民
ク

フ
ブ
」
と
な
り
ま
し
た
。

県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
す
れ
ば
、

不
十
分
な

点
の
多
い
会
派
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

む
指

導

・
む
鞭
撻
頂
き
な
が
ら
、

６
名
の
議
員
が

力
を
合
わ
せ
頑
一張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

坂
本
議
員
は
今
年
度
は
議
会
運
営

委
員
会
、

総
務
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
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地
域
の
「支
え
合
い
の
力
」
を
ど
う

蓄
積
し
、

ど
う
発
揮
さ
せ
る
の
か
。

坂
本
議
員
の
買
疑
か
ら
み
る
県
の
姿
勢

子
育
て
に
、

教
育
改
革
に
、

産
業
振
興
計
画

の
推
進
に
と
県
民
が
、

将
来
に
希
望
の
持
て
る

県
づ
く
り
に
向
け
て
、

努
力
を
重
ね
た
い
。

極
め
て
重
要
な
課
題
て
、

地
域
の
支
え
合
い

の
力
を
あ
え
て
意
図
的
に
つ
く
り
出
す
よ
う
な

仕
組
み
を
果
敢
に
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

地
域
が
支
え
合
い
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て

い
く
た
め
に
も
、

地
域
に
存
在
す
る
資
源
を
含

め
て
、

持
て
る
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、

地
域

を
支
え
る
人
材
育
成
を
図
る
。

地
域
の
支
え
合

い
の
力
を
意
識
し
た
政
策
展
開
を
図
る
。

職
員
数
を
削
減
し
た
結
果
、

県
民
生
活
向
上

や
県
政
浮
揚
に
向
け
た
ア
ウ
ト
カ
ム
重
視
の
姿

勢
に
立
て
な
か
っ
た
場
合
が
、

少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
省
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
行
革
プ
ラ
ン
の
も
と
で
は
、

数

値
目
標
を
掲
げ
て
強
力
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

を
進
め
た
中
で
、　

一
部
の
業
務
を
直
営
に
戻
さ

ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
い
う
事
態
も
生
じ
た
反

省
も
踏
ま
え
、

今
後
業
務
を
外
部
に
委
託
す
る

場
合
に
は
、

個
別
に
十
分
検
討
し
て
進
め
る
。

い
た
ず
ら
に
価
格
競
争
を
生
み
出
す
仕
組
み
て

な
く
、

極
端
な
低
入
札
の
防
止
に
努
め
、

受
注

者
任
せ
で
な
く
、

適
時
状
況
を
点
検
し
、

業
務

の
質
を
確
保
し
て
い
く
。

ま
た
、

新
し
い
行
革
プ
ラ
ン
で
は
、

試
験
研

究
機
関
は
、

将
来
の
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

技
能
職
員
が
意
欲
的
に
業
務
に
取
り
組
ん
て
い

け
る
よ
う
に
し
た
い
。

さ
ら
に
、

業
務
改
善
に
向
け
た
現
場
の
職
員

の
声
を
生
か
す
仕
組
み
を
整
備
し
、

県
職
員
が
、

誠
意
を
持
っ
て
県
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

対
話

す
る
姿
勢
で
仕
事
を
着
実
に
推
進
す
る
よ
う
努

め
た
い
。

０
東
西
軸
活
性
化
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

短
期
間
で
県
市
が
、

た
た
き
台
を
つ
く
り
、

提
示
す
る
と
い
う
手
法
を
用
い
た
理
由
と
し
て
、

①
龍
馬
伝
の
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
今
を
好
機

と
し
て
、

長
年
の
課
題
で
あ

っ
た
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
弾
み
を
つ
け
る
。

②
従
来
よ
り
、

は
り
ま
や
橋
周
辺
活
性
化
協
議
会
な
ど
民
間
の

方
々
か
ら
意
見
の
出
て
い
た
論
点
を
上
合
と
し

て
、

た
た
き
合
を
つ
く
る
手
法
を
と

っ
た
。

今
回
、

策
定
し
た
も
の
を
固
定
化
し
て
進
め

る
の
で
は
な
く
、

民
間
の
有
識
者
等
に
よ
る
検

討
会
を
継
続
し
な
が
ら
、

よ
り
検
討
を
深
め
、

プ
ラ
ン
の
内
容
を
バ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
い
。

長
年
の
課
題
で
あ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

進
め
て
い
く
た
め
に

一
石
を
投
じ
た
も
の
。

④
東
西
軸
活
性
化
プ
ラ
ン
・は
り
ま
や
町

一
宮
線
な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

プランの事業マップ
０
は
り
ま
や
町

一
宮
線
の
今
後
に
つ
い
て

追
手
筋
弥
生
町
線
か
ら
南
側
の
区
間
に
つ
い

て
、

平
成
２２
年
度
末
に
は
、

一局
知
市
が
町
づ
く

り
の
方
向
性
を
示
す
総
合
計
画
を
策
定
す
る
の

て
、

県
が
行
う
交
通
量
調
査
や
自
然
環
境
の
復

元
結
果
に
つ
い
て
も
、

県
民
に
示
し
、

総
合
的

に
判
断
す
る
。

●

コ
日
転
車

・
歩
行
者
の
快
適
な
空
間
形
成
事

業
」
に
つ
い
て

町
歩
き
に
よ
る
東
西
軸
エ
リ
ア
の
活
性
化
の

た
め
、

歩
行
者
や
自
転
車
が
安
全
か
つ
快
適
に

通
行
て
き
る
空
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、

歴史 食

百知城
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!
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芸術 文化活動の構
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浮|
とは ン

業化活動
64治 婦食化活動の権遺

温真
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il十 1す
= !翻 す

テ,t
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十■1,マ
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27崎 子のモニュメント設置
28 まりまやほ公画 地下道に鶴り子
の様列を格いた重荷を設置
29中 央公豚 テージを利用した定

期的よさこい哀装の実施
00商 店輸てのよさこいPTの五 十■

まんが文化
34まんが甲子閣の最堂づくり
35まんが甲tF固の充実
30まんさしヽの発表
37ま んがコードの寝備
30ま んがフラフの大■撰作
30大 量のまんbrキ,ラクター着
ぐるみ回速イベント
40は りまや橋観光′ヽスターミナ
ルのまんがでの妻銃
41 まれが文化縫進ブ0ウェクト

チームの立ち上7
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40商 店街の技騒窪情
50筋 ″ よ商扶スペ際スの伽出

自転車 歩行者対策
5'自 転車 歩S者 の模適な
聖raHの出楳追手筋新名所

23追 手前斎抜のEEttal建物
の活用
24追 手前小学技敷地のコ再 中央公園

34公 固内の開組的空間の改善
32公 □中央部への様適な顧いの場
の魯出
33イ ルミネーションによるなの演出

駐車場対策
50駐 車鳩対策の検,会 の立

ち上イヤ

＼
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環
境
面
や
健
康
面
と
い
っ
た
視
点
も
町
づ
く
り

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
際
に
は
、

重
要
で

あ
る
。

県
下
の
自
転
車
道
網
の
整
席
に
つ
い
て
は
、

国
道
や
県
道
な
ど
の
自
転
車
歩
行
者
道
や
河
川

の
堤
防
を
利
用
す
る
な
ど
、

工
夫
し
な
が
ら
、

全
体
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け
て
、　

一
歩

一
歩
進
め
た
い
。

産
師
緊
急
確
保
奨
学
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

こ

れ
ま
で
と
同
程
度
の
県
内
就
業
者
数
の
確
保
に

努
め
た
い
。

医
療
機
関
が
集
中
し
て
い
る
中
央
医
療
圏
域

に
お
い
て
さ
え
、

医
師
不
足
の
問
題
は
深
刻
て

あ
り
、

医
療
圏
域
こ
と
に
分
娩
の
十
分
な
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、

き
わ
め
て

ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
、

県
内
の
出
産
環
境
の
維
持
に

一
生
懸
命

等
に
つ
い
て
は
、

円
滑
に
対
応
が
で
き
た
こ
と

な
ど

一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
。

ま
た
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

・
サ
ー
ビ
ス
窓
口
の

恒
常
的
な
開
設
は
、

各
県
て
、

労
働
局
を
主
体

に
、

地
元
自
治
体
も
参
加
し
て
設
置
す
る

「生

活
福
祉
就
労
支
援
協
議
会
」
の
中
で
、

開
催
場

所
や
参
加
す
る
機
関
、

周
知
方
法
な
ど
検
討
し

た
い
。

進
捗
状
況
は
、

こ
の
構
想
全
体
も
含
め
、

検

証
す
る
。

専
門
的
見
地
か
ら
の
検
証
結
果
な
ど

は
、

構
想
に
掲
げ
ら
れ
た
取
り
組
み
課
題
や
重

点
施
策
に
も
反
映
さ
せ
る
。

構
想
を
進
め
る
際
、

県
民
や
市
町
村
、

関
係
機
関
等
の
意
見
な
ど
も
、

取
り
入
れ
た
い
。

検
証
結
果
も
踏
ま
え
て
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
視
点
で
構
想
を
点
検
し
、

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、

毎
年
度
、

必
要
な
改
訂
を
行
う
。

検
証
結
果
や
改
訂
し
た

構
想
は
、

構
想
全
体
と
個
別
計
画
と
の
関
連
性

が
わ
か
る
よ
う
な
形
で
示
す
。

「い
の
ち
の
電
話
」
の
２４
時
間
相
談
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、

相
談
員
養
成
研
修
の
定
員
を

拡
大
し
、

広
報
活
動
の
充
実
、

相
談
員
の
方
々

の
活
動
支
援
の
た
め
の
相
談
技
術
の
向
上
や
相

談
環
境
の
整
備
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

平
成
２‐
年
の
自
殺
者
に
関
す
る
市
町
村
等
の

地
域
別
の
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に
県
警
察
と
も

連
携
を
密
に
し
て
、

地
域
的
な
課
題
を
明
ら
か

に
し
、

高
知
県
自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
、

地
域
む
と
の
具
体
的
な
自
殺
予
防
対
策
に

つ
い
て
、

協
議
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ワ
ン
ス
ト
ノ
プ

・
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
は
、

県
、

高
知
市
、

社
会
福
祉
協
議
会
、

弁
護
士
会
、

司

法
書
士
会
な
ど
が
協
力
し
て
、

昨
年
３
日
間
開

催
し
、

合
計
１
１
８
人
の
方
々
が
利
用
。

そ
の

相
談
内
容
は
、

生
活
福
祉
資
金
関
係
が
４５
件
、

住
ま
い
や
住
宅
手
当
関
係
が
２４
作
、

生
活
保
護

関
係
が
２３
件
。

こ
の
取
り
組
み
で
、

仕
事
が
見

つ
か
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が
、

住
居
や
生
活

来
年
度
は
、

建
設
業
を
始
め
と
す
る
、

事
業

者
や
業
界
団
体
、

有
識
者
な
ど
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ

（事
業
継
続
計
画
）
の
作
成
を
推
進
す
る
た
め

の
協
議
会
を
設
置
し
、

簡
易
な
作
成
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
取
り
ま
と
め
や
個
別
の
勉
強
会
等
を
行
い
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
が
進
む
よ
う
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
。

対
応
に
努
め
た
い
。

各
プ
ロ
ッ
ク
共
通
の
課
題
と
し
て
、

災
害
の

通
報
受
信
、

出
動
の
指
令
、

情
報
収
集
な
ど
を

支
援
し
、

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
や
財
務
、

人
事

等
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
維
持
に
関
す

る
コ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
の
か
、

ま

た
、

距
離
の
離
れ
て
い
る
近
隣
の
消
防
署
所
と

の
連
携
、

広
域
化
後
の
消
防
団
と
の
連
携
や
事

務
の
取
り
扱
い
を
ど
う
す
る
の
か
等
が
あ
る
。

消
防
サ
ー
ビ
ス
は
、

地
域
住
民
に
と

っ
て
、

身
近
で
重
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

地
域

の
課
題
に
配
慮
じ
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
地
域
、

現
場
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、

市
町
村
や
消
防

本
部
と

一
体
と
な

っ
た
議
論
を
行
い
、

市
町
村

長
の
適
切
な
判
断
が
頂
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

助
産
師
外
来
は
、

産
科
医
療
施
設
が
不
足
し

て
い
る
現
状
て
は
、

医
療
圏
毎
の
開
設
は
難
し

い
。

高
知
赤
十
字
病
院
に
続
い
て
、

国
立
高
知

病
院
が
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

助
産
師
外
来

を
開
設
さ
れ
る
場
合
は
、

研
修
等
へ
の
支
援
や

施
設
や
設
備
等
に
対
す
る
支
援
も
行

っ
て
い
く
。

な
お
、

県
内
で
の
助
産
師
養
成
が
軌
道
Ｌ
来

る
ま
で
の
間
は
、

平
成
２０
年
度
に
創
設
し
た
助

次
の
南
海
地
震
で
も
前
回
同
様
か
、

こ
れ
を

上
回
る
長
期
の
浸
水
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
地
域
に
は
、

約
１５
万
人
の
方
々
が

居
住
し
、

中
核
と
な
る
企
業
や
機
関
も
多
く
存

在
す
る
た
め
、

影
響
を
受
け
る
範
囲
に
あ
る
住

宅
や
企
業
、

病
院
等
の
状
況
を
把
握
し
、

浸
水

時
の
復
旧
に
必
要
と
な
る
排
水
能
力
の
把
握
な

ど
、

基
礎
資
料
の
収
集
を
行
う
。

学
識
経
験
者

や
国
の
防
災
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

検
討
会
を
開
催
し
、

課
題
を
整
理
し
、

対
応
方

針
を
決
め
た
い
。

こ
の
対
応
方
針
の
も
と
、

そ

の
後
の
検
討
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
決
め
、

早
期
の

●
県
立
高
校
に
お
け
る
障
が
い
児
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
も
包
活
的
に
学
校
に

受
け
入
れ
、

教
育
を
行
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

教
育
の
推
進
は
、　

一
つ
の
国
際
的
な
流
れ
て
、

今
後
の
高
等
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の

充
実
に
向
け
て
、

大
切
な
視
点
で
あ
る
と
認
識

す
る
。

高
等
学
校
て
は
、

生
徒

一
人

一
人
の
障

害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
た
弾
力
的
な
教
育
課

程
を
編
成
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

一
方
、

特
別
支
援
学
校
て
は
、

将
来
、

社
会

参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
自
立
に
向
け
た
職
業
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教
育
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
が

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
別
支
援
学
校
と
い
う

教
育
制
度
の
も
と
、

障
が
い
の
あ
る
者
と
障
が

い
の
な
い
者
が
交
流
、

共
同
学
習
を
積
極
的
に

進
め
つ
つ
、　

一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
教

育
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

現
在
の
特
別
Ｖ
寝
学
校
の
制
度
や
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
、

短
所
が
あ
る

中
、

現
在
の
特
別
支
援
学
校
と
い
う
教
育
制
度

の
中
で
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
理
念
は
取
り
入

れ
る
と
こ
ろ
は
取
り
入
れ
て
い
く
方
が
望
ま
し

い
。

●
高
校
選
抜
入
学
校
査
に
つ
い
て

入
試
制
度
は
、

本
年
度
入
学
者
選
抜
か
ら
制

度
を
見
直
し
た
が
、

生
徒
、

保
護
者
、

学
校
関

係
者
か
ら
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
検
証
を
し
、

改
め
る
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、

改
め
る
考
え
て

あ
る
。

①
高
知
学
芸
中上
海
列
車
事
故
の
２３
回
忌

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、一モ族

の
皆
さ
ん
の

意
見
を
踏
ま
え
た
形
で
、生

徒
や
遺
族
の
立

場
に
立
った
事
故
調
査
報
告
書
の
刊
行
し
直

し
と
、一退族

の
皆
さ
ん
と
真
摯
に
向
き
合
う

こ
と
に
つ
い
て

事
故
報
告
書
は
、

修
学
旅
行
を
主
催
し
た
学

校
の
責
任
と
し
て
、

謝
罪
の
気
持
ち
を
込
め
て

ま
と
め
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
報
告
書
に

納
得
さ
れ
て
い
な
い
御
遺
族
が
い
る
こ
と
を
伺

期
待
す
る
。

御
遺
族
の
方
々
か
ら
の
御
意
見
を
聞
く
機
会

が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
話
を
伺
い
、

御
遺
族
の
気

持
ち
は
、

今
後
と
も
機
会
あ
る
こ
と
に
学
校
に

伝
え
た
い
。

坂
本
議
員
は
、

南
海
地
震
対
策

に
つ
い
て
は
、

様
々
な
調
査
研
究

を
行
い
、

こ
れ
ま
で
に
も
、

粘
り

強
い
南
海
地
震
対
策
条
例
制
定
の

提
案
が

「高
知
県
南
海
地
震
に
よ

る
災
害
に
強
い
地
域
社
会
づ
く
り

条
例
」
に
つ
な
が

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、

０５
年
か
ら
、

南
海
地
震

に
備
え
る
防
災

・
減
災
の
施
策
に

全
力
を
あ
げ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、

加
え
て
復
旧

・
復
興
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
考
え
て
お
く
べ
き
と
の

考
え
か
ら
、

　
Ｒ
火
害
盾
齢
誉
容
本
洋
ビ

制
定
を
最
終
目
標
と
し
な
が
ら
、

災
害
復
興
の
在
り
方
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
る
災
害
復
興
制
度
研
究

所
や
日
本
災
害
復
興
学
会
に
お
け

る
調
査
研
究
の
過
程
て
、

さ
ま
ざ

ま
な
提
言
を
し
、

復
旧
の
次
の
ス

テ
ー
ジ
と
し
て

「復
興
」
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
お
い
て
害
同
知
県

南
海
地
震
対
策
行
動
計
画
」
に
お
け
る

「災
害

復
興
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
質

問
し
ま
し
た
。

附
声
鯛
締
鹸
副
卵
範
剛屯
Ｈ
施
敵
腕
増
隷
陥
　
災
書
復
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ら
は
、

今
後
と
も
御
遺
族
と
の
話
し
合
い
は
続

け
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

そ
の
話
し
合
い
に

阪
神

・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
１５
年
間
は
、

大

規
模
開
発
を
優
先
す
る
、

創
造
的
復
興
を
推
進

し
た
た
め
、

被
災
者
の
自
立
と
被
災
地
の
再
生

が
困
難
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
災

害
復
興
学
会
て
は
、

災
害
復
興
基
本
法
案
を
取

り
ま
と
め
、

現
在
、

討
議
が
深
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
て
あ
る
。

そ
の
中
で
復
興
の
対
象
を
、

「公
共
の
構
造
物
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、

被
災
し
た
人
間
は
も
と
よ
り
、

生
活
、

文
化
、

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
等
、

被
災
地
域
で

喪
失

・
損
傷
し
た
有
形
無
形
の
全
て
の
も
の
に

及
ぶ
」
と
定
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、

第
５
条
（

地
方
の
自
治
て
は
、

「被
災
地
の
地
方
公
共
団

体
は
、

地
方
自
治
の
本
旨
に
従
い
、

復
興
の
公

的
施
策
に
つ
い
て
主
た
る
責
任
を
負
い
、

そ
の

責
務
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
諸
施
策
を
市
民

と
協
働
し
て
策
定
す
る
も
の
と
し
、

国
は
被
災

公
共
団
体
の
自
治
を
尊
重
し
、

こ
れ
を
支
援

・

補
完
す
る
責
務
を
負
う
」
と
し
て
い
る
。

本
県

災
害
復
興
の
課
題
で
言
う
と
こ
ろ
の
、

高
知
県

に
ふ
さ
わ
し
い
復
興
手
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
聞
く
。

【答
弁
】

復
興
の
事
前
検
討
は
、

南
海
地
震
発
生
後
に

策
定
す
る
復
興
計
画
に
つ
い
て
、

そ
の
課
題
や

進
め
方
の
手
法
な
ど
、

事
前
に
検
討
を
し
、

発

災
後
は
、

速
や
か
に
復
興
計
画
の
策
定
を
行
う

も
の
。

高
知
県
の
復
興
の
形
と
方
向
性
を
考
え

る
こ
と
は
、

重
要
で
あ
り
、

今
後
も
十
分
に
議

論
を
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

ま
た
、

現
時
点
で
は
、

南
海
地
震
は
中
期
的

に
線
り
返
し
や

っ
て
く
る
、

津
波
や
高
知
市
の

地
盤
沈
下
、

室
戸
市
や
土
佐
清
水
市
の
地
盤
隆

起
な
ど
、

南
海
地
震
の
災
害
の
高
知
県
で
の
特

徴
や
高
知
県
の
社
会
的
な
地
域
の
実
情
を
十
分

に
反
映
し
た
復
興
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

■災害復興における七つの配慮
(1)被 災地の自決権に配慮せよ

(2)復 興の個別性に配慮せよ

(3)被 災者の営生権配慮せよ

(4)法 的弱者の救済に配慮せよ

(5)コ ミュニティの継続性に配慮せよ

(6)一 歩後退の復興に配慮せよ

(7)多 様な復興指標に配慮せよ

■三つの尊重と十の留意事唄
(1)被 災者の主体性の尊重

①被災者の自立する権利
②被災者の住まいの確保
③被災者の就業や生業の確保
④制度の網にかからない少数者への支援
(2)被 災地の地域性の反映
⑤地域の文化や習俗の尊重
⑥被災地の生活基盤となるコミュニティー

の続1生
①地方自治の強化
(3)人 間復興を推進する基盤の構築
⑤復興の推進基盤となる制度や財源づくり
⑤進捗状況に応じた段階的な方策

史
奪
復

県
基
本
法
免

定
に
向
け
て
の
構

囲

（所
死
絶
晏
「火
客
復
輿
所
死
」
第
２
号
よ
り
）

⑩次代の社会づくりにつながる復興指標や仕組み
作り


